H22.12.18 　　「山の神様」の日
　
毎年、12月9日は地元の「『山の神様』の日」で、山仕事の安全を願って神事と安全講習会及び交流会が開催されました。

当日は、山の神様を怒らせないように「山仕事をしてはならない日」とされており、1日仕事を休んで各種の行事に臨みます。

神事は、神職が山仕事の安全祈願を行った後、木材組合の組合長や来賓のあいさつがあり、それぞれに祈願することになっています。

神事の後は、労働基準監督署からの「安全講習」で、山仕事や製材所・木工所での労災防止の講習がありました。日頃から、労災の防止に心がけていますが、あらためて再認識しました。
その後は、過古1年間の無事を感謝し、今後1年間の安全を願って交流会となりましたが、聞こえてくるのは不景気な話が多く、もっと明るい話ができればと願ったところです。

